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⚫ 危険有害性関連（SDS、濃度基準値等）
⚫ リスクアセスメントの実施方法について（概要）
⚫ CREATE-SIMPLEとは

・基準値
・設計基準、混合物の評価
・呼吸用保護具の選定
・経皮吸収
・その他

⚫ ※個人的な見解も含ます

説明内容
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危険有害性の把握

RAのスタートは

作業場で使用している化
学物質の安全データ
シート等を入手して、危
険有害性を把握する
（SDSの入手）

◆ 化学物質のリスクアセスメント（RA）の一般的な流れ
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化学物質の危険有害性情報とは

1. 化学品及び会社情報
製品名称、SDSを提供する事業者の名称、住所
及び連絡先

2. 危険有害性の要約

3. 組成及び成分情報

4. 応急措置

5. 火災時の措置

6. 漏出時の措置

7. 取扱い及び保管上の注意

8. ばく露防止及び保護措置

9. 物理的及び化学的性質

10.安定性及び反応性

11.有害性情報

12.環境影響情報

13.廃棄上の注意

14.輸送上の注意

15.適用法令

16.その他の情報

化学物質の製造業者から出されている安全データシート（SDS）を入手
記載項目：下記

数ページ（例：８ページ）

ホルムアルデヒドのSDS

01トルエンSDS.pdf
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◆３～４ページ目 ばく露限界：許容濃度・管理濃度・濃度基準値等が記載
⇒吸入ばく露や作業場の基準値

具体的な情報（種類）は？
⇒SDSの情報だけでは不十分
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✓モデルSDS情報
職場のあんぜんサイト

✓GHS政府分類結果
製品評価技術基盤機構

✓濃度基準値設定根拠

➢参考HP

一般的にGHS

政府分類結
果を参考に
メーカによる
SDSが作成さ
れている
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NITE-CHRIP

独立行政法人
製品評価技術基盤機構

例：アセトニトリル ☜検索

➢ 補足（検索の一例）
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➢ 法令改正における項目が記載：濃度基準値、皮膚等障害化学物質等関連
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新たに設定された濃度基準値とは
※既存の基準値（管理濃度）とは異なる
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※約８００物質
（随時追加）

※１２３物質

8物質黄りん
マッチ等

重度の健康障害あり
(十分な防止対策なし)

健康障害多発
(特にリスクの高い業務あり)

PCB
有機溶剤等

濃度基準値あり

健康障害発生
(使用量や使用法に
よってリスクあり)

危険有害性が低い
危険性・有害性が確認
されていない物質

濃度基準値なし
※約２９００物質
（随時追加）

◆ 作業環境測定義務あり
◆ 基準値：管理濃度
⇒環境濃度（場の測定）
123物質のうち管理濃度があ
る物質93物質

◆ リスクアセスメント実施義務あり

※測定は義務化されていない。
測定はリスクアセスメントの1つ
の手法（確認測定）
⇒呼吸域の測定（個人が対象）

◆ 基準値：濃度基準値
（8時間と15分間）
徐々に増えて約800物質予定

➢測定と基準値について



現状の作業環境測定の基準（管理濃度）について

➢作業環境測定⇒管理濃度（行政による基準）
労働安全衛生法第65条に基づく測定結果に対する基準値
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管理濃度とは
時間における概念が含まれていない基準である

※作業環境測定は単位作業場所における環境濃度である。
（作業者が有害物質にばく露される時間に関する概念は
含まれていない）

例：トルエン使用塗装作業：2つの同じ作業環境測定結果について
①作業時間1日60分のみ⇒A測定幾何平均が２５ppm
②作業時間1日８時間⇒A測定幾何平均が２５ppm
⇒①と②の各作業者：１日のトルエンばく露リスクは同じか？？
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※約８００物質
（随時追加）

※１２３物質

8物質黄りん
マッチ等

重度の健康障害あり
(十分な防止対策なし)

健康障害多発
(特にリスクの高い業務あり)

PCB
有機溶剤等

濃度基準値あり

健康障害発生
(使用量や使用法に
よってリスクあり)

危険有害性が低い
危険性・有害性が確認
されていない物質

濃度基準値なし
※約２９００物質
（随時追加）

◆ 作業環境測定義務あり
◆ 基準値：管理濃度
⇒環境濃度（場の測定）
123物質のうち管理濃度があ
る物質93物質

◆ リスクアセスメント実施義務あり

※測定は義務化されていない。
測定はリスクアセスメントの1つ
の手法（確認測定）
⇒呼吸域の測定（個人が対象）

◆ 基準値：濃度基準値
（8時間と15分間）
徐々に増えて約800物質予定

➢測定と基準値について
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許容濃度とは、労働者が 1 日 8 時間、週間40時間程度、肉体的
に激しくない労働強度で有害物質に曝露される場合に、当該有害
物質の平均曝露濃度がこの数値以下であれば、ほとんどすべての
労働者に健康上の悪い影響が見られないと判断される濃度である。

濃度基準値の考え方について
◆濃度基準値の種類①：8時間濃度基準値
⇒日本産業衛生学会の「許容濃度」等と同様の考え方

◆濃度基準値の種類②：短時間（15分間）濃度基準値
⇒ACHIH（米国産業衛生専門家会議）の「TLV-STEL」等と同様の考え方

1日の作業のどの時間においても超えてはならない15分間時間加
重平均濃度⇒急性毒性の影響が認められる物質に対する基準
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上記の結果
基準値の濃度を超過している時間帯はあるが・・・
• アクションレベル（８時間濃度基準値の２分の１）未満
• ８時間濃度基準値未満
• 短時間（１５分間）濃度基準値未満

◆短時間ばく露（急性毒性）に
注意が必要

◆定期的な測定の検討
◆呼吸用保護具の活用も検討

参考）濃度変化と8時間加重平均値及び短時間（15分間）加重平均値について

濃度変化

8時間
加重平均値

短時間（１５分間）
加重平均値

◆定常作業時外の一時的な作業時
に高濃度ばく露
・原料投入作業
・清掃作業など

※課題はあるのでは



例：ばく露(作業)が、ある時間帯に限定される場合
–ばく露のある時間帯だけを測定する
–その後、8時間の時間加重平均を計算する
例

8時間時間加重平均値
= (40ppm × 3時間 + 0ppm × 5時間) / 8時間 = 15 ppm

●測定時間の設定、8時間加重平均値への換算、基準値との比較

有害物質使用作業
9:00 – 12:00

ばく露平均濃度40ppm

12:00 – 17:00 測定未実施

ばく露はない

（明らかにばく露がない場所での作業）

上記の場合には、ばく露限界値と比較評価する値は15ppmである。
 8時間加重平均値15ｐｐｍ＜基準値（ばく露限界値）20ｐｐｍ⇒許容できるリスク 15

●評価方法（例：基準値20ｐｐｍとの比較）

濃度基準値（ばく露限界値）の計算方法について

呼吸域の測定
個人サンプラー装着例
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リスクアセスメントの実施方法について
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◆ 化学物質のリスクアセスメント（RA）の一般的な流れ（あくまでも一例である）

自律的管理

合理的な手法によりリスクを
把握。

目的は、許容できないリスク
を把握し、ばく露低減措置を
実施すること
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➢リスクアセスメント（RA）の実施時期

化学物質等による危険性又は有害性等の調査等に関する指針（一部抜粋）
（令和5年4月27日 危険性又は有害性等の調査等に関する指針公示第４号）

定期的にRA

の必要性に
ついても確
認・記録が
必要
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主なRAの手法 概要 注意点

簡易ツール
（厚労省HP）
・CREATE-SIMPLE
・ECETOC-TRA等

• 作業状況（危険有害性情報、使用
量、換気レベル等）を入力により容
易にばく露濃度を推定

• スクリーニングとして活用
• 記録保存も容易

• 実測値と異なる場合がある

• 安全側の評価となることが多
い

検知管
（簡易測定）

• 操作も簡単で安価に測定可能

• 測定結果がその場で得られる（作
業者が測定結果を目視できRAの
理解も深まる）

• 校正不要

• 対象物質が約２２０物質

• 共存ガスの影響を受ける場
合がある

• 検知管の種類に応じて測定
時間に制限がある

リアルタイムモニ
ター（簡易測定）

• 操作が簡単

• 濃度の時間的な変動が得られる
（データ記録可能）
※高濃度ばく露時間の把握可能
※詳細調査の前にスクリーニング

• 物質ごとの選択性がない（混
合物の個別測定不可）

• 測定可能な物質が限られる
• 定期的な校正が必要

◆主なリスクアセスメント手法について



主なRAの手法 概要 注意点

個人ばく露測定

（作業者にサンプリ
ング機材を装着し
呼吸域を測定：個
人サンプリング法、
確認測定等）

• 他の手法と比べ個人のばく露量把
握としては精度が高い

• 測定結果が呼吸用保護具の選択
に活用できる

• パッシブサンプラーの場合には作
業者負担が少ない

• 具体的には法令上の個人サンプリ
ング法や指針の確認測定を確認

• 測定・分析費が高額になる場
合がある

• アクティブサンプラーの場合は
作業者負担がある

（特に液体捕集が注意が必
要）

場の測定
※作業環境測定（A、
B測定）含む

• ばく露低減措置における工学的対
策（局所排気装置や全体換気等）
のためのデータとして活用

• 特別規則（有機則）の基づく測定手
法（作業環境測定）である

• 良くできたデザインによる測定によ
り、RAの測定にも該当すると考えら
れる

• 発生源に近接する作業や移
動作業の測定手法としては不
向き（吹付塗装等）
⇒呼吸域の測定が適する

• 特別規則（有機則等）におけ
る作業環境測定では測定士
（国家資格）が実施

20
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CREATE-SIMPLEとは
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➢ CREATE-SIMPLEは、簡易的に把握できるツール
（厚生労働省HP掲載）
✓入手方法：厚生労働省ホームページから入手（ダウンロード）

検索：

マニュアルを参考に実施
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クリックにより
CREATE-SIMPLEを
ダウンロード
現在：Ver3.1



✓ CREATE-SIMPLE（Chemical Risk Easy Assessment Tool, Edited 
for Service Industry and MultiPLE workplaces；クリエイト・シ
ンプル）は、あらゆる業種にむけた簡単な化学物質リスクアセスメ
ントツール

✓ 選択肢から回答を選ぶだけで、簡単にリスクを見積もることが可能
⇒化学物質を取扱う作業の検討段階から活用できる

✓ 呼吸域ばく露影響以外の危険性（火災、爆発関連）、経皮吸収
（皮膚吸収性化学物質）関連も含め、簡易的なリスクの把握がで
きる(Ver3.1：手袋の材質等の候補が表示される）
⇒火災、爆発における対策にも活用できるが、ハザード把握が主。
他のツールを活用したほうが良いと思われる（個人的見解）

➢ CREATE-SIMPLEの特徴は



25※爆発・火災等を防ぐための具体的なチェック項目が把握できる



 CREATE-SIMPLEは定期的に更新され
Ver2・・⇒Ver3.02・・⇒Ver3.1.1（2025年6月）
※更新履歴も確認必要



バージョンUP（２⇒３）による主な変更点

✓混合物中の一斉評価
※個別ごと評価であり、混合物としての評価ではない
（注意：相加、相乗評価ではない。）

✓基準値：8時間濃度基準値、短時間（15分間）濃度基準値
他の基準値（DFG等)⇒濃度基準値の設定がない物質の場合に活用できる

✓換気条件による補正
局所排気装置の制御風速の項目が追加された。
⇒作業場における局所排気装置の制御風速の把握も重要
※制御風速の概念を理解する必要がある。



✓皮膚等障害化学物質等の該当の有無（表示）
法令改正に伴い皮膚等障害化学物質等は保護具の着用（保護眼鏡、化学
防護手袋）が義務化された。
⇒クリエイトシンプルでも新たに表示「皮膚等障害化学物質等」

✓極低揮発性の区分を新設（気液平衡より）
蒸気圧が０．５Pa未満の場合には、飽和蒸気圧濃度が５ppm未満となるため、
新たに極低揮発性として区分を分けた。
※蒸気圧からの濃度の算出方法
例：０．５Pa（化学物質の蒸気圧）÷１０１．３Pa×１０３（大気圧）×１０６

＝４．９ppm

※注意
使用温度により蒸気圧が変化する⇒飽和蒸気圧濃度も変化
⇒揮発性も変化（使用温度UP⇒蒸発量UP⇒濃度UP）



✓呼吸用保護具についてはオプション扱いに変更
（初期の作業内容の質問項目から除外：リスクが高いと判定された場合に
ばく露低減措置の検討項目として採用）

• 呼吸用保護具の着用を前提のばく露低減措置は望ましくないと考
えられるため

• 他の工学的なばく露低減措置等を優先して実施
⇒実施後もリスクが許容できない場合に呼吸用保護具を活用する

工学的対策（優先） 呼吸用保護具（最後の砦）



バージョンUP（３⇒３.1）による主な変更点
✓ 取扱物質の備考欄に「有機則・・・」等の該当する規則や「がん原性・・」等の表示される

✓ 経皮吸収関連で取扱物質における手袋の材質等候補が表示（Ver3.1より）
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CREATE-SIMPLEにおける基準値とは



クリエイトシンプルにおけるばく露限界値の考え方
➢長時間（８時間）のばく露限界値の選定フロー 

◆法令遵守義務
屋内作業における
８時間濃度基準値。
※以降の基準値は
参考基準（濃度基
準値未設定など⇒
ばく露を最小限度
にする）



➢短時間のばく露限界値の選定フロー 

◆法令遵守義務
屋内作業における短
時間（１５分間）濃度
基準値。
※その他の基準値は
努力義務や参考基
準（濃度基準値未設
定など⇒ばく露を最
小限度にする）



➢GHS区分における管理目標濃度（Ver2⇒３で一部変更）について

複数のGHS区分が該当す
る場合には、最も高いハ
ザードレベル（HL）の濃度
が採用

例：A物質（液体）のGHS区分
・発がん性：区分１
・急性毒性（吸入）：区分３
・生殖毒性：区分２

管理目標濃度
HL５⇒液体：～0.05ppm
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基準値の考え方は

◆ 濃度基準値：法的拘束力のある基準値
濃度基準値未設定：濃度基準値が設定できない理由等がある・・・
・がん原性物質
・確認測定等が困難
（サンプリング及び分析手法が確立していない）

◆日本産業衛生学会の許容濃度、海外の基準値（ばく露限界値）、
管理目標濃度
⇒法的拘束力はない（参考基準）
⇒濃度基準値未設定物質は、「ばく露を最小限度にすること」
⇒上記の学会等基準値を参考に「ばく露の最小限度」の判断基準
を各事業場で採用することも一案。
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◼がん原性物質（発がん性物質）の場合

許容濃度等の基準値を採用する場合に
は・・・・少し課題があるかも？

閾値
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閾値とは

閾値がない

「有
害
な
影
響
な
し
」と
判
断
す
る

（濃
度
）基
準
値
設
定
が
困
難

NOEL：無影響量
NOAEL：無毒性量
LOAEL：最小毒性量



38

参考）日本産業衛生学会の許容濃度抜粋

注意：許容濃度は一般的に発がん性の健康影響を除いたばく露
基準値となっている

原則 発がん性の基準値を設定できないため、ばく露低減
措置として「ばく露を最小限にすること」を求めている



CREATE-SIMPLEにおける設計基準
～推定ばく露濃度がどのように算出されるいるか？～



➢ 推定ばく露濃度（吸入）の算出概要 初
回
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

リスク低減対策検討に活用



➢ 初期ばく露濃度範囲とは

✓ 粉体の場合：粉体の性状と使用量から

例：微細な軽い粉体

５００ｇ使用
初期ばく露濃度
０.１以上～１.０㎎/㎥未満



✓ 液体の場合：液体の蒸気圧又は沸点と使用量から

例：沸点８０℃の液体

２０００ｍL使用
（２L）

初期ばく露濃度
５０以上～５００ppm未満

揮発



注意）作業温度が室温でない場合は、揮発性を変更する必要ある。

✓ケース①
常温（20℃）で沸点200℃の物質は
低揮発性ですが、50℃の作業温度
下の場合には、その物質は、「中揮
発性」と判断。 

✓ケース②：作業温度が100℃の場合、
その物質の揮発性は「高揮発性」と
判断。 



注意）
例：作業温度１００℃で取り扱う場合の初期ばく露濃度範囲について

取扱温度100℃入力⇒高揮発性に自動で変更される



注意）
例：作業温度１００℃で取り扱う場合の初期ばく露濃度範囲について

中揮発性
↓

高揮発性

取扱量が50ｍLの場合
初期ばく露濃度範囲は変更
0.5～5ppm⇒5～50ppm



➢ 補正係数とは

◆補正係数はばく露濃度に大きな影響を与える
・作業場の状況等詳細な情報を入手すること
・選択に迷う場合には、安全側の補正係数を選択



◼ 例：作業内容（リスクアセスメント対象：吸入ばく露のみ）
A作業場でA塗料を使用した刷毛によるA材料の塗布作業
・対象物質：トルエン含有率２％
・塗布作業（１.５㎡、２L使用）
・局所排気（外付け式、制御風速確認済み）
・作業時間及び作業頻度：週３回、１日作業時間４時間超



 含有率による補正

◼ 初期ばく露濃度範囲×補正係数

５０～５００ppm

例：初期ばく露濃度範囲５０～５００ppmの化学物質の
 含有率２％の場合

× １／５ ＝ １０～１００ppm



◼ 例（対象物、取扱量⇒初期ばく露濃度範囲＋含有率補正）

トルエン：有機則対象物質であるが、５％未満であることから有機
則対象外。ただし、RA対象物として評価する必要がある



（注意）混合物の場合の有機則解釈について①

第一条 この省令において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
一 有機溶剤 労働安全衛生法施行令(以下「令」という。)別表第六の二に掲げる有機溶剤をいう。
二 有機溶剤等 有機溶剤又は有機溶剤含有物(有機溶剤と有機溶剤以外の物との混合物で、有機溶剤
を当該混合物の重量の五パーセントを超えて含有するものをいう。第六号において同じ。)をいう。
三 第一種有機溶剤等 有機溶剤等のうち次に掲げる物をいう。
イ 令別表第六の二第二十八号又は第三十八号に掲げる物
ロ イに掲げる物のみから成る混合物
ハ イに掲げる物と当該物以外の物との混合物で、イに掲げる物を当該混合物の重量の五パーセントを
超えて含有するもの
四 第二種有機溶剤等 有機溶剤等のうち次に掲げる物をいう。
イ 令別表第六の二第一号から第十三号まで、第十五号から第二十二号まで、第二十四号、第二十五号、
第三十号、第三十四号、第三十五号、第三十七号、第三十九号から第四十二号まで又は第四十四号から
第四十七号までに掲げる物
ロ イに掲げる物のみから成る混合物
ハ イに掲げる物と当該物以外の物との混合物で、イに掲げる物又は前号イに掲げる物を当該混合物の
重量の五パーセントを超えて含有するもの(前号ハに掲げる物を除く。)
五 第三種有機溶剤等 有機溶剤等のうち第一種有機溶剤等及び第二種有機溶剤等以外の物をいう。



（注意）混合物の場合における有機則解釈について②



（注意）混合物の場合の有機則解釈について③

第二種
有機溶剤

RA対象物

✓ 上記の混合物の場合
トルエン２％、キシレン２％、酢酸エチル２％で合計６％
⇒５％を超えていることから第二種有機溶剤
⇒有機則としての管理が必要

✓ シクロヘキサンは、RA対象物として評価
※有機則として作業環境測定を実施する必要があるため、シクロヘキ
サンもRA対象物として作業環境測定を実施することも一案かも・・・



 作業内容による補正

例：初期ばく露濃度範囲５０～５００ppmの化学物質の
 含有率２％、塗布作業（１.５㎡、２L使用）

◼ 初期ばく露濃度範囲×補正係数

５０～５００ppm× １／５ ＝１００～１０００ppm× １０



✓ 注意
※局所排気装置活用のみで大丈夫？
スプレー作業は、作業方法（スプレー噴霧
の強さ、材料形状、作業位置等）によって、
ばく露状況が大きく変化する。
※跳ね返り状況の確認（エプロン、防毒マ
スク本体に定常的に塗料等が付着してい
ないか？⇒必要に応じて個人ばく露測定）



 換気条件による補正



例：初期ばく露濃度範囲５０～５００ppmの化学物質の
 含有率２％、塗布作業（１.５㎡、２L使用）、
局所排気（外付け式、制御風速確認済み）

◼ 初期ばく露濃度範囲×補正係数
５０～５００ppm× １／５

＝ １０～１００ppm
× １０ × １／１０

制御風速の概念を理
解し、実際の作業場の
状況を把握する
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（注意）
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参考）制御風速の定義

◆有害物質を吸引するために必要となる風速のこと。
（発散源から作業者に向かって揮散する有害物質を作業者の手
前で捉えるための気流）

• 囲い式フードの場合
フード開口面のなかでの最低風速

• 外付け式フードの場合
フードの開口面から最も離れた作業位置の風速

囲い式フード
開口面のなかで最低風速
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◆換気設備の点検について

✓ 局所排気装置等の換気設備における点検は、
適切な作業環境管理のためには重要

ファンベルト等が破損
⇒吸引風速低下

参考：特別規則（有機則、特化則）における局所排気装置（局排）
では、年１回定期自主検査義務がある
⇒制御風速で有害物質をコントロール（定期点検、記録は重要）

スモークテスタ―や風速計等で局所排気装置の稼働状況を確認

気流の流れ確認 風速確認

風
速
計
セ
ン
サ
ー
部
分



 作業時間・ 頻度による補正
• 作業頻度が週１回以上の場合

• 作業頻度が週１回未満の場合

注意）化学物質を取扱う時間の全体が作業時間
⇒準備や後片づけも適宜「作業時間」に含む



例：初期ばく露濃度範囲５０～５００ppmの化学物質の
含有率２％、塗布作業（１.５㎡、２L使用）、
局所排気（外付け式、制御風速確認済み、定期点検実施）
作業時間及び作業頻度：週３回、１日作業時間４時間超

◼ 初期ばく露濃度範囲×補正係数
５０～５００ppm× １／５
＝ １０～１００ppm（８時間推定ばく露濃度）

× １０ × １／１０× １
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（注意）掛け持ちする作業の場合（個人的見解含む）
✓ Q＆A

リスクアセスメントは一般的に作業内容や作業場ごと（均等ばく
露作業などの単位）で実施するが、法令要求事項は、作業者個
人のばく露を「濃度基準値以下」・「最小限度にすること（濃度基
準値未設定）」である

クリエイトシンプルも作業内容や作業場ごとにRAを実施。掛け

持ちをする作業者個人のばく露状況を把握することができてい
るか？確認。又は別の手法、専門家への相談等。



例：作業者1名がトルエンを使用する掛け持ち作業。類似す
るが異なる作業A、B、Cについて・・・

A作業
9:00 – 10：30

ばく露平均濃度50ppm
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濃度基準値（ばく露限界値）の計算方法について

呼吸域の測定
個人サンプラー装着例

B作業
11:00 – 12：00

ばく露平均濃度40ppm

C作業
13:00 – 16：00

ばく露平均濃度50ppm

◆ 8時間時間加重平均値
= (50ppm × 1.5ｈ+ 40ppm × 1ｈ+ 50ppm × 3ｈ) / 8時間 = 33 ppm

◆ A作業のみの８時間加重平均値
= (50ppm × 1.5ｈ) / 8時間 = 9.4 ppm

◆ B作業のみの８時間加重平均値
= (40ppm × 1ｈ) / 8時間 = 5.0 ppm

◆ C作業のみの８時間加重平均値
= (50ppm × 3ｈ) / 8時間 = 18.7ppm

個人ばく露測定としての評価作
業
ご
と
の
評
価

9.4＋5.0＋18.7≒３３ppm
個人的見解として（必要に応じて）
CREATE-SIMPLでも同じ物質の掛け持ち作業の場合
各作業の推定ばく露濃度を合計することの検討必要かも？



 短時間ばく露濃度の算出について

✓ 個人的な意見であるが・・・
局所排気装置等により化学物質の発散及び拡散がコン
トロール（作業マニュアル等で管理）されている場合以
外は、変動が大きい作業と判断したほうが望ましい。
（作業者がマニュアルに従って適切に作業が行われて
いるか？確認が必要）



◼ ８時間推定ばく露濃度（１０～１００ppm）の上限値×４

１００ppm× ４＝４００ppm

✓ 作業場及び作業内容等の確認
局所排気装置（外付け）を適正に活用して発散及び拡
散がコントロールされている。
作業マニュアルに従った適切な作業が行われている
⇒「ばく露の変動が小さい作業」と判断した



（注意）作業時間が短い場合には、８時間ばく露推定濃度と
短時間ばく露推定濃度が４０又は６０倍になることがある

作業時間が短い場合は、８時間のばく露濃度は低くなるが、短時
間（１５分間）ばく露濃度は作業時間に影響しないとして評価。
⇒短時間ばく露推定濃度は、作業時間が短いことによる補正は行
わない。
（個人的見解）作業状況から４０～６０倍は著しく安全側濃度と思
われる場合には、検知管やリアルタイムモニター等で確認すること
が良いのでは・・・

✓Q＆A



濃
度

時間

８時間濃度
基準値

短時間濃度
基準値

８
時間

１５分間

８時間濃度基準値
の２分の１

アクションレベル

✓ 例：作業時間が短い場合のばく露とは

短時間ばく露濃度

８時間ばく露濃度

※１日１回の投入作業等



✓例

作業時間が短いため、推定ばく露濃度が
「短時間」では「８時間」の４０倍



溶液中の固体の取り扱い 
溶液中に溶解した固体は、固体にばく露される懸念が低いため、スプレー
作業など空気中に飛散しやすい作業を除き、ばく露濃度をゼロとして取り扱
います。 
ただし、昇華性の物質（ナフタレン、p-ジクロロベンゼン、しょう脳、ヨウ素
等）の場合、蒸気のばく露が懸念されるため、蒸気圧バンドにより、揮発性
の区分を判定。 



✓例（固体で昇華性がない物質⇒下記の方法での入力？）



✓例

どの選択肢でも同じ評価



Q2の選択肢のみにより
リスクレベルが変化。
「いいえ」であれば推定
ばく露濃度０㎎/㎥



✓リスクレベルSとは
皮膚刺激性、眼刺激性などの局所的な影響がある場合に表示
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角質細胞等の疎水部と親水部
により、バリア効果を有する
が・・・

バリア効果が失われ、化学物質
が経皮吸収し、健康障害（臓器
等）を生じることがある
例：オルトトルイジン：膀胱がん

➢刺激・腐食性、経皮吸収とは

接触部分：薬傷
（刺激・腐食性）

厚生労働省資料引用

例

酸、アルカリ溶液
による皮膚薬傷等

クリエイトシンプル：リスクレベルS



✓例（昇華性物質の場合：蒸気圧を確認すること⇒液体扱い）
Q＆A

※蒸気圧が高値⇒揮発しやすい
⇒蒸発してばく露される可能性が高くなる



沃素は蒸気圧は0.04ｋPa（40Pa)より⇒低揮発性扱い





液体として蒸気圧から
評価されるが・・・



沃素は固体であるが、蒸気圧０.０４kPaより低揮発性（0.5kPa未満）。クリエイトシ
ンプル活用では、回答次第で９００ppm（例：短時間）を超過するが・・・・

✓ 極低揮発性とは
蒸気圧が０．５Pa未満の場合には、飽和蒸気圧濃度が５ppm未満となる
ため、常温で大気圧下では0.5ppm未満となる
※蒸気圧からの濃度の算出方法（気液平衡より）
例：０.５Pa（化学物質の蒸気圧）÷１０１.３Pa×１０３（大気圧）×１０６

＝４．９ppm
⇒例：濃度基準値が１０ppmであれば、理論上超過することはないと判断

✓ 沃素の場合（※専門家等に相談したほうが望ましいかな・・・）
０.０４ｋPa（４０Ｐａ化学物質の蒸気圧）÷１０１．３Pa×１０３（大気圧）×１０６

＝３９５ppm
理論上（常温、大気圧中）は、約４００ppmを超過することはないのでは・・・



混合物の評価について



 混合物：シクロヘキサン、酢酸ｓec-ブチル、キシレン、トルエンの例



有機則対象物質は、キシレンとトルエンであるが⇒合計４％（５％未満）より、
有機則対象外となり、４物質すべてリスクアセスメント対象物



各
物
質
単
独
の
評
価
は
許
容
で
き
る
リ
ス

ク
判
定
で
あ
っ
た
が
、
混
合
物
の
総
合
的
な

リ
ス
ク
と
し
て
は
大
丈
夫
か
？
（短
時
間
吸

入
ば
く
露
は
特
に
懸
念
さ
れ
る
の
で
は
？
）
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✓ 混合物の評価方法について
混合物への濃度基準値の適用においては、混合物に含まれ
る複数の化学物質が、同一の毒性作用機序によって同一の
標的臓器に作用することが明らかな場合には、それら物質に
よる相互作用を考慮すべきであるため、５－２(4)に定める相
加式を活用してばく露管理を行うこと（努力義務扱い）

参考）確認測定における混合物の評価について

専門家や作業環境
測定士の関与が望
まれる
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物質Ａ
リスクレベル

例：●●作業場
作業者⑴

物質Ｂ
リスクレベル

物質Ｃ
リスクレベル

ば
く
露
状
況

相加作用
として評価

（測定等によ
る定量評価）

リ
ス
ク
レ
ベ
ル

単一物質ご

とに評価（定
量）した場合

物質Ｂ
リスクレベル

リ
ス
ク
レ
ベ
ル

有機溶剤Ａ，Ｂ，Ｃ
障害部位：中枢神経障害、肝臓

リスク評価とは、同じような毒性を有する化学物質の場合には、
相加作用として評価する必要がある。※下記はイメージ

参考）混合物のばく露限界値の考え方

◆有機則：混合有機溶剤における作業環境測定は相加作用して評価
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リスク低減措置の検討について
クリエイトシンプルにおける

呼吸用保護具の選定について（注意点）
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◆下記は確認測定を実施した場合（特に濃度基準値設定物質）
呼吸用保護具を着用していた場合には、「ばく露濃度（吸入濃度）」
と「呼吸域の濃度」は異なる
・ばく露濃度：呼吸用保護具の内側濃度
・呼吸域の濃度：呼吸用保護具の外側濃度（確認測定等の濃度）

呼吸域の濃度

（呼吸用保護具
の外側の濃度）

ばく露の濃度

（呼吸用保護具
の内側の濃度）

例：１０ppm

呼吸用保護具の
指定防護係数１０

例：１ppm
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✓濃度基準値設定物質の場合

原則、確認測定を実施した場合のみ呼吸用保護具選定可
能
⇒確認測定結果から、呼吸域濃度を呼吸用保護具の指定
防護係数にて除して、ばく露濃度に算出することができる
⇒言い換えれば、原則としてクリエイトシンプルのみで呼吸
用保護具の内側濃度（ばく露濃度）まで算出することは望ま
しくない。（活用する場合は推定レベル扱い（参考）として）

濃度基準値を超過⇒ばく露低減措置として呼吸用保
護具を活用する場合には、確認測定を実施し、適切
な呼吸用保護具を選定することが原則
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✓濃度基準値未設定物質の場合（ばく露を最小限度に
すること⇒事業者が適切に判断する）

✓個人的な意見として

確認測定を実施し呼吸域濃度を把握した上で呼吸用
保護具を選定することが望ましいが・・・
⇒確認測定を実施せずにクリエイトシンプで呼吸用
保護具を選定し、ばく露濃度を推定すること（※呼吸
用保護具の内側濃度まで推定すること）も、リスクア
セスメントとして有効と考えられる。

✓専門家に相談して、事業者が判断することも一案
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◆防毒マスク関連の選択

➢ 呼吸用保護具の選択について

◆防じんマスク関連の選択

選択肢：１９
フィルターの
種類も確認

呼吸用保護
具の管理方
法重要（吸
収缶、フィル
ターの交換
等）
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使い捨て式 全面型 電動ファン付き
（半面型）

電動ファン付き
（全面型）半面型

メーカカタログ引用

◆粉体用 ルーズフィット形
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粉じん用フィルターの種類とは

粒子捕集効率
オイルミスト
対応していない

オイルミスト
対応

８０％以上 DS１，RS１ DL１、RL１

９５％以上 DS２，RS２ DL２、RL２

９９．９％以上 DS３，RS３ DL３、RL３ 取替え式：R

使い捨て式：D

型
式
検
定
合
格
標
章

一部メーカカタログ用
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防毒マスク
（半面型）

メーカカタログ引用

防毒マスク
（全面型）

◆ガス・蒸気用

吸収缶の種類 色

有機ガス用 黒色

ハロゲンガス用 灰色と黒色

アンモニアガス用 緑色

亜硫酸ガス用 黄赤色

一酸化炭素用 赤色 酸性ガス用、エチレンオキシドガス用、ホルムアルデヒド用、
水銀蒸気用などのＪＩＳ規格適合品がある

●
国
家
検
定
の
吸
収
缶

重松、興研カタログ引用
直結小型

吸収缶

電動ファン付き防毒マスク
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吸収缶の種類について：型式検定品（国家検定品）及びJIS規格品
吸収缶の種類 吸収缶の色 隔離式 直結式 直結式小型

ハロゲンガス用 灰色及び黒 型式検定 型式検定 型式検定

有機ガス用 黒 型式検定 型式検定 型式検定

アンモニア用 緑 型式検定 型式検定 型式検定

亜硫酸ガス用 黄赤 型式検定 型式検定 型式検定

一酸化炭素用 赤 型式検定 JIS 無

酸性ガス用 灰色 JIS JIS JIS

一酸化炭素、有機ガス用 赤及び黒 JIS 無 無

シアン化水素用 青 JIS JIS 無

硫化水素用 黄 JIS JIS JIS

臭化メチル用 茶色 JIS JIS JIS

リン化水素用 オリーブ色 JIS JIS JIS

水銀用 オリーブ色 無 無 JIS

ホルムアルデヒド用 オリーブ色 無 無 JIS

エチレンオキシド用 オリーブ色 無 JIS JIS

メタノール用 オリーブ色 無 JIS JIS

隔離式

直結式

直結式
小型
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➢

呼
吸
用
保
護
具
の
着
用
に
よ
る
補
正

種類やフィットテス
トの有無により係
数が大きく変化

※電動ファン付き
は係数が大きい
（ばく露低減措置
の効果が高い）
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➢ 通常の防じん
マスク内の圧力

呼気

呼気 呼気

吸気

陽圧

陰圧

➢ 電動ファン付
き防じんマス
ク内の圧力

陽圧

陰圧

✓ 陰圧（吸気）時は、マスク内に有害物質が漏れ込むリスクが高い

吸気時にも、マスク内が陰圧に
ならない⇒漏れリスクが低い

呼気

吸気 吸気

呼気 呼気

※電動ファン付き防じんマスクの効果

吸気

写真：メーカカタログ引用

指定防護係数：１０

指定防護係数：５０
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CREATE-SIMPLEを活用する場合は・・・

◆使用物質、作業内容、保護具着用及び管理状況、作業場
の現状等の調査が重要、作業者へのヒヤリングも実施

✓使用物質：危険有害性情報（SDS、GHS関連）の把握

✓作業内容：有害物質の使用量、使用方法（揮発しやすい作業：噴
霧・塗布、バッチ作業等）、作業時間、掛け持ち作業の有無等

✓作業場の状況：全体換気、局所排気装置（点検記録、活用状況
（スモークテスタ―等の活用））、廃液やごみ箱の管理状況（ウエス
等の管理状況）
✓保護具の状況（適切な選択・着用状況・交換頻度・記録簿）
✓定期的に作業場確認（作業内容等変化、作業者への聞き取り等）
✓必要に応じて専門家の助言
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④クリエイトシンプルと
経皮吸収について
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※ ※

最新はver3.1
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◆経皮吸収のリスク評価に活用している物理化学的性状
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※

4つの質問に回答するだけで経皮吸収に
おける簡易的なリスクが把握できる



104

➢ クリエイトシンプルの経皮吸収におけるRA評価の注意点

手袋を着用しなくでも大丈夫？
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◆クリエイトシンプルにおける皮膚等障害化学物質のリスク
レベル評価（経皮吸収）は、法令要求事項に適していない場
合があるので注意

「経皮吸収のリスクレベルがⅠやⅡ」でも、皮膚障害等防止用
保護具の選定マニュアルに従い、適切な皮膚障害等防止用保
護具の着用必要
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化学物質の蒸気圧、オクタノール／水分配係数、分
子量等により、経皮からの体内吸収量が変化する
と考えられるが、化学物質の有害性によっては、極
少量でも健康障害を生じることもあるので注意
（現状では経皮吸収における化学物質ごとの法的
な基準値は設定されていない）

クリエイトシンプルでは、経皮吸収のばく露限界値が示さ
れているが・・・現状では法的な規制とはなっていない。

法的規制は、皮膚等障害化学物質に対する直接接触防
止（適切な保護具の着用義務）
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第五百九十四条の二

事業者は、化学物質又は化学物質を含有する製剤（皮膚若し
くは眼に障害を与えるおそれ又は皮膚から吸収され、若しくは
皮膚に侵入して、健康障害を生ずるおそれがあることが明ら
かなものに限る。以下「皮膚等障害化学物質等」という。）を製
造し、又は取り扱う業務（法及びこれに基づく命令の規定によ
り労働者に保護具を使用させなければならない業務及び皮膚
等障害化学物質等を密閉して製造し、又は取り扱う業務を除
く。）に労働者を従事させるときは、不浸透性の保護衣、保護
手袋、履物又は保護眼鏡等適切な保護具を使用させなけれ
ばならない。

✓ 労働安全衛生規則抜粋
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クリエイトシンプルにおける
化学防護手袋の材質等の候補選定機能

（Ver3.1で追加された機能）
※トルエン・ヘキサン混合物の実施例
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※実施例：Ver３.１より新たに加わった機能（化学防護手袋選定）

実施例：皮膚等障害化学物質（トルエン、ヘキサン）の場合には、化
学防護手袋の候補（材質等）が表記される

各物質における手袋の候補が表記
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作業時間、作業分類及び混合物に
おける化学防護手袋の候補が表示。

ただし、実際の化学防護手袋の選
定においては、メーカに確認又は科
学的根拠に基づき、事業者が選定
することになると考えられる。
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✓ 具体的な手袋選定はクリエイトシンプルのみでは困難か
な？
⇒メーカに問い合わせて選定する
⇒各事業場で簡易透過試験等を実施して選定するなど
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◆混合物の簡易透過試験について（実験例）
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その他
✓ 粉体の場合には、堆積粉じんによる再発じんは、クリ
エイトシンプルでは評価できないため、日常の堆積
粉じん除去（清掃）の徹底重要

✓ ガス状物質

ガスの漏洩等による災害は多い（高濃度ばく露防止対策）
⇒ガス検知器等の活用
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◆ガス検知器の設置や装着式のガス検知器を活用
⇒簡易測定機器（検知管やガスセンサー等）を準備

⚫ 検知器の種類
・塩素
・二酸化窒素
・二酸化硫黄
・アンモニア
・シアン化水素
・硫化水素
・可燃性ガス（水素）
・一酸化炭素
・VOC
・酸素 など

Bluetooth機能有
⇒離れた場所でも濃度把握

✓ 発生源付近に設置
※有毒ガスボンベ付近

✓ 発生源付近での作業時に
作業者に装着
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◆複合ガスセンサー
⇒多種類のガス発生の恐れ（反応や廃液で発生する恐れのガス）

各センサーの反
応特性の把握も
重要

妨害物質や他の
反応物質確認



検知管の特徴と種類

➢ 一般的な検知管の特徴
・すぐに測定結果（濃度）がわかる
・測定結果（濃度による色の変化）が目視できる
・操作方法が簡単（一般的にだれでも使用できる）
・一部にJIS規格がある（精度が確保されている）

短時間式（JIS規格有）

ポンプ吸引式
（連続吸引式）

長時間式

特殊検知管（水質用、パイロテック用（フロン、アセトニトリル））
121

ガステック㈱及び光明理化学工業㈱資料引用



パッシブ・ドジチューブについて（長時間ばく露把握）

ガスの自然拡散を利用して：ポンプがなくても測定可能
長時間の平均ガス濃度（時間加重平均濃度）を測定する検知管

具体的な使用方法
・作業者の呼吸域の襟元等に取り付け、個人ばく露測定に活用
・作業場に固定し、作業場内の濃度分布の把握に活用

ガステックカタログ引用

対象物質41種類
122

映像

映像

◆ガス状物質が多数あり
・アンモニア
・塩化水素⇒塩酸のRAで活用
・塩素
・一酸化炭素
・硫化水素
・二酸化硫黄
・二酸化窒素
・シアン化水素
・1，3-ブタジエン

イソプロピルアルコール113LL（指示精度）.pdf
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終
ありがとうございました。
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